
【ポスターセッション】第１部 14:20～14:50 Ｆ会場 (1302教室)

プログラミング実習で論理的思考力とコミュニケーション力を高める

―情報Ｃの教材としてScratchを活用する試み―

茨城県立並木高等学校 中園 長新

Web http://zono.e4serv.net/ E-Mail zono at e4serv.net

Scratchとは？
スクラッチ

情報Ｃでプログラミング？

単元の流れ 課題の解説 (PDFファイルで生徒に配布)

冬休み 「論理的思考力とは何か」レポート作成

第１時 Scratch紹介．練習課題１「正三角形描画」

第２時 練習課題２「正ｎ角形描画」

第３時

第４時 各自の提出課題作成

第５時

第６時 作品を校内Webページにアップロード

提出課題

各自が自由に設定し，猫に２つの図形を描画させる

◎課題の条件◎

・二つの図形は異なる形とする．

・図形は変数などを用いて変化してもよいが，二つが

同じ形にならないようにすること．

・プログラミング技法【ループ】【条件分岐】【変数】を

すべて用いること．

・米国マサチューセッツ工科大学が開発したプログラミング言語

・構文タイプではなく，ブロックの組み合わせでプログラム作成

・かわいい猫のオブジェクトに命令

・本気になればもっと複雑なこともできます

・詳しくは → http://scratch.mit.edu/

ここで組み合わせて

プログラミング

命令にあわせて

この猫が動く

・本校の情報Ｃは「コミュニケーション」を重視

・人と機械のコミュニケーションは難しい

・論理的思考力が必要とされる

論理的思考力＆コミュニケーション力を

プログラミングを通して身につけよう！

こ
の
パ
レ
ッ
ト
か
ら
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ッ
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・平成21年1～2月に学年末課題として実施

・高校2年生の一部 (3クラス118人) が対象

・プログラミング経験のある生徒はほとんどいない
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生徒の活動と反応

生徒作品の例

正ｎ角形を描画するプログラムの例

今年度の実施に向けての改善予定

・プログラミングそのものに対しては前向きな生徒が多かった

→ ブロックをつなげるだけでプログラミングできる手軽さ

→ 猫オブジェクトが絵を描くという楽しさ

・「論理的思考力の育成」には課題が残った

→ ワークシートへのラフスケッチ，プログラム概略を書かずにプログラミングをする生徒が続出

→ 行き当たりばったりの試行錯誤で課題を作成するため，「なぜうまくいったのか」分からないことも

・プログラミングの概念が十分理解できていない

→ ループ，条件分岐，変数など，プログラミングの本質を掴めないまま使っていた生徒が多かった

→ 単元の初期段階で重点的に指導する必要がある

・単元構成の見直し

→ ループ，条件分岐，変数などの概念を単元の冒頭で

重点的に解説する

→ 冬休みを使って課題のラフスケッチやプログラム

概要を書かせ，論理的に自分のプログラムを構築

した上で課題作成に取り組ませる

実際の動きはデモでご確認ください！
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